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早
春
の
一
日
、
学
士
会
館
に
集
う
同
志
社
人
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暖
冬
で
春
の
訪
れ
が
い
つ
も
よ
り
早
く
感
じ
ら
れ
る
２
月
12
日

（
水
）
の
朝
、
令
和
に
な
っ
て
初
め
て
校
祖
新
島
襄
先
生
の
生
誕
を
祝

う
た
め
に
、
神
田
錦
町
の
学
士
会
館
へ
。
そ
こ
に
は
約
百
名
の
校
友

が
１
７
７
年
目
の
校
祖
生
誕
を
祝
う
た
め
に
集
結
し
て
い
ま
し
た
。

碑
が
完
成
し
、
昭
和
16
年
９
月
27
日

に
除
幕
式
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
当
日
、
ト
ラ
ッ
ク
が
動
か

な
い
の
で
碑
石
を
運
ぶ
の
が
遅
れ
る

と
聞
く
や
、
神
田
錦
町
の
子
供
達

が
「
我
ら
の
町
内
が
生
ん
だ
新
日
本

の
開
拓
者
、
新
島
襄
先
生
の
碑
を
守

れ
」
と
大
八
車
で
押
し
か
け
た
そ
う

で
す
。
そ
の
熱
心
さ
に
感
激
し
た
石

勝
が
何
と
か
ト
ラ
ッ
ク
を
用
意
し
間

に
合
わ
せ
た
と
の
こ
と
。
除
幕
式
に

は
東
大
、
学
士
会
、
新
聞
社
と
い
っ

た
来
賓
や
東
京
基
督
教
青
年
会
、
新

島
本
家
、
救
世
団
、
町
内
会
、
校
友

同
窓
に
混
じ
り
、
２
０
０
名
の
子
供

達
が
参
列
。
子
供
会
の
代
表
が
祝
辞

を
述
べ
、「
町
内
の
大
先
輩
新
島
先

生
に
負
け
な
い
良
い
子
供
に
な
り
た

い
、
こ
の
碑
は
我
ら
の
手
で
守
り
た

い
」
と
申
し
出
て
感
激
の
渦
を
巻
き

起
こ
し
た
そ
う
で
す
。

＊

　

現
在
の
碑
前
祭
は
、
学
校
法
人
同

志
社
の
主
催
。
誕
生
の
時
間
に
合
わ

せ
て
10
時
45
分
よ
り
讃
美
歌
３
１
２

番
「
い
つ
く
し
み
深
き
」
を
参
加
者

石
で
群
馬
県
校
友
の
半
田
善
次
郎
氏

の
寄
付
に
よ
る
も
の
、
碑
文
は
新
島

の
門
人
、
徳
富
蘇
峰
の
書
。

　

碑
の
建
立
に
あ
た
っ
て
は
当
時
の

土
地
は
文
部
省
が
所
有
、
地
上
権
は

東
京
帝
国
大
学
の
所
有
で
し
た
が
、

「
我
が
国
教
育
界
の
偉
人
の
記
念
碑

な
ら
ば
」
と
円
満
に
交
渉
が
進
展
。

そ
し
て
、
青
山
の
名
匠
「
石
勝
」
で

　

13
時
か
ら
の
午
餐
会
に
は
64
名
の

参
加
が
あ
り
、
司
会
は
横
山
徹
東
京

校
友
会
代
表
幹
事
が
担
当
。
主
催
者

挨
拶
は
児
玉
会
長
と
加
藤
聖
子
同
窓

会
東
京
支
部
長
か
ら
。
そ
し
て
、
松

岡
学
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
挨
拶

は
神
田
錦
三
丁
目
の
前
田
町
会
長
は

じ
め
関
係
者
の
方
々
よ
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

食
事
と
懇
談
の
間
に
は
、「
春
の
集

い
２
０
２
０
」
の
桐
山
輝
夫
副
実
行

委
員
長
か
ら
、
５
月
31
日
（
日
）
に

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
て
開
催

す
る
と
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
（
こ

の
日
程
で
の
開
催
は
中
止
）。最
後
に
、

金
屋
憲
二
郎
東
京
校
友
会
副
会
長
よ

り
３
月
末
で
勇
退
さ
れ
る
松
岡
学
長

へ
の
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、
盛
況
の

う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

文
責
／
作
村
満
明（
77
年
・
法
）

写
真
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）

全
員
で
歌
い
ス
タ
ー
ト
。
約
１
０
０

名
の
歌
声
が
ビ
ル
の
谷
間
に
こ
だ
ま

し
ま
し
た
。
次
い
で
松
岡
敬
学
長
の

式
辞
、
児
玉
正
之
東
京
校
友
会
会
長

と
前
田
智
彦
錦
町
三
丁
目
町
会
長
の

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
に
参
加
者
一

同
で
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
歌
い
、
最

後
に
碑
前
に
献
花
を
し
て
約
20
分
で

終
了
し
ま
し
た
。

　

11
時
50
分
か
ら
は
、
同
志
社
東
京

校
友
会
主
催
の
講
演
会
。
学
士
会
館

２
１
０
号
室
に
地
域
の
方
々
を
含
め

96
名
が
参
加
し
て
、
同
志
社
大
学
生

命
医
学
部
糖
化
ス
ト
レ
ス
研
究
セ
ン

タ
ー　

チ
ェ
ア
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
八

木
雅
之
教
授
の
「
老
化
の
主
犯
糖
化

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
り
、
糖
化
か
ら

身
を
守
る
対
策
を
学
ぶ
」
と
題
し
た

講
演
を
傾
聴
。
講
演
の
前
に
は
参
加

者
の
糖
化
年
齢
測
定
も
行
わ
れ
、
生

活
習
慣
を
変
え
る
対
策
も
教
え
て
い

た
だ
い
て
、
興
味
つ
き
な
い
講
演
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

幼
名
・
新
島
七
五
三
太
（
し
め

た
）
は
、天
保
14
年
（
１
８
４
３
年
）

に
一
ツ
橋
門
外
（
現
・
神
田
錦
町
三

丁
目
）
に
あ
っ
た
上
州
安
中
藩
の
江

戸
上
屋
敷
内
で
誕
生
し
ま
し
た
。
上

屋
敷
の
西
側
が
現
在
の
学
士
会
館
に

な
っ
て
い
て
、
そ
の
南
側
通
り
に
、

「
新
島
襄
先
生 

生
誕
之
地
」
の
石
碑

が
あ
り
ま
す
。
石
碑
は
上
州
産
自
然

講演会の講師は八木雅之教授

盛
大
に「
新
島
襄
生
誕
の
地
」碑
前
祭

「新島襄先生生誕之地」碑

参加者の糖化年齢測定会

2

盛
大
に「
新
島
襄
生
誕
の
地
」碑
前
祭



湘
南
大
磯
に
響
く
首
都
圏
同
志
社
人
の
声
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温
暖
の
地
大
磯
町
に
は
珍
し
く
、
真
冬
の
寒
雨
そ
ぼ
降
る
１
月
23

日
（
木
）、
学
校
関
係
者
・
校
友
や
中
﨑
大
磯
町
長
を
は
じ
め
、
地

元
大
磯
町
の
皆
様
約
１
３
０
名
の
ご
出
席
の
も
と
、
同
志
社
創
立
者

新
島
襄
終
焉
の
地
碑
前
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
少
し
早
め
の
12
時
半
に

大
磯
駅
に
着
き
、前
号
の
「
首
都
圏
・

校
友
の
店
」
で
ご
紹
介
し
た
「
Ｔ
Ｅ　

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｌ
」
で
ラ
ン
チ
を
い
た

だ
い
て
か
ら
、
碑
前
祭
会
場
で
あ
る

り
、
参
加
者
一
同

で
黙
祷
・
讃
美
歌

３
１
２
番
「
い
つ
く

し
み
深
き
」の
斉
唱
。

続
い
て
式
辞
で
は
、

八
田
英
二
総
長
・
理

事
長
か
ら
、
新
島
の

激
動
の
人
生
に
思
い

を
馳
せ
、
熱
い
志
を

継
承
・
発
展
さ
せ
、

同
志
社
２
０
０
年
の

大
計
に
向
け
て
努
力

す
る
旨
の
決
意
表
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
㟢
久

雄
大
磯
町
長
・
竹
村

慶
三
校
友
会
神
奈
川

県
支
部
長
の
ご
挨
拶
、
大
磯
詩
吟
連

盟
の
皆
様
に
よ
る
「
寒
梅
詩
」「
送

歳
詩
」
の
合
吟
、
和
歌
「
い
し
か
ね

も
」
の
朗
詠
、
参
加
者
一
同
に
よ
る

「D
oshisha College Song

」
斉
唱

と
続
き
、
来
賓
各
位
に
よ
る
献
花
と

進
ん
で
、
冷
た
い
雨
の
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
無
事
式
典
を
終
了
。

　

参
加
者
の
皆
様
に
は
、
同
志
社

マ
ー
ク
入
り
ボ
ー
ル
ペ
ン
と
新
島
先

生
が
お
好
き
だ
っ
た
「
ぜ
ん
ざ
い
」

が
お
土
産
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
今
年
は
「
新
島
襄
永
眠

１
３
０
周
年
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、

会
場
を
「
聖
ス
テ
パ
ノ
学
園
・
海
の

見
え
る
ホ
ー
ル
」
に
移
し
て
、
記
念

講
演
会
＆
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
学
校
法
人

同
志
社
八
田
英
二
総
長
・

理
事
長
に
よ
る
「
新
島
の

悲
願
、
新
島
の
情
熱
」
と

題
し
た
講
演
会
。
30
分
程

度
と
短
い
時
間
で
し
た

が
、
新
島
襄
の
「
日
本
を

飛
び
出
す
時
」「
日
本
に

帰
っ
て
来
た
時
」、
そ
し

て「
亡
く
な
る
数
週
間
前
」

に
読
ん
だ
３
つ
の
短
歌
に

通
底
す
る
強
い
思
い
に
触

れ
、
そ
れ
は
、
近
代
日
本

に
技
芸
の
知
識
に
加
え
、

社
会
的
使
命
、
人
格
形
成

を
キ
リ
ス
ト
教
精
神
を
持
っ
て
涵
養

す
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
大
学
を
つ

く
り
、「
一
国
の
良
心
」
と
も
い
う

べ
き
人
物
を
養
成
す
る
と
い
う
願
い

だ
っ
た
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
こ
そ
が
「
新
島
の
志
」
で
あ

り
、
八
田
先
生
も
、
同
志
社
を
こ
の

「
志
」
の
詰
ま
っ
た
学
校
に
し
て
い

き
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
ま
さ
に
、「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ

ｎ
２
０
２
５
」
で
示
さ
れ
た
同
志
社

が
目
指
し
て
い
く
方
向
性
そ
の
も
の

と
言
え
、
卒
業
生
が
自
身
の
子
供
を

ぜ
ひ
受
験
さ
せ
た
い
と
願
う
学
校
に

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
も
通
じ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

新島襄先生終焉の地　碑前にて

伊藤誠コンサート「いのちを歌う」

八田英二総長・理事長の講演
「新島の悲願、新島の情熱」

　

第
２
部
は
、
昨
年
11
月
の
「
特
別

協
力
会
員
の
集
い
」
で
も
お
願
い
し

た
銀
行
員
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
と
し
て
有
名
な
伊
藤
誠
さ
ん

（
76
年
・
商
）
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
い

の
ち
を
歌
う
」
で
す
。

　

清
ら
か
で
暖
か
み
の
あ
る
伊
藤
さ

ん
の
歌
声
に
、参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

癒
さ
れ
心
洗
わ
れ
る
思
い
で
、
う
っ

と
り
と
聞
き
惚
れ
る
楽
し
い
時
間
で

し
た
。

　

都
心
か
ら
小
一
時
間
、
大
磯
は
他

に
も
見
ど
こ
ろ
の
多
い
と
こ
ろ
で
す

か
ら
、
散
策
に
は
最
適
で
す
よ
。

文
責
／
青
木
重
之（
78
年
・
経
）

写
真
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）

大
磯
町
「
新
島
襄
先
生
終
焉
の
地
」

碑
庭
園
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

式
は
、
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
14

時
20
分
よ
り
、
学
校
法
人
同
志
社
柳

井
望
法
人
事
務
部
長
の
司
会
で
始
ま

3

「
新
島
襄
終
焉
の
地
」碑
前
祭

永
眠
一三
〇
周
年
を

記
念
し
て
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亀
戸
の
大
根
料
理
、
新

宿
の
イ
タ
リ
ア
ン
、
上

野
公
園
の
名
店
「
韻
松

亭
」
の
花
籠
膳
と
幹
事

の
齊
藤
潤
子
さ
ん
の
名

企
画
で
、
回
を
追
う
毎

に
参
加
者
が
増
え
て
き

て
お
り
ま
す
。
今
後
も

主
に
東
京
の
名
物
を
み

ん
な
で
楽
し
ん
で
い
き

ま
す
。

卒
業
50
年
記
念
旅
行

　

２
０
１
８
年
（
平
成

30
年
）
に
は
、
有
志
８

名
で
２
泊
３
日
の
旅
を

楽
し
み
ま
し
た
。
今
出

川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
合

し
、
当
時
と
変
わ
ら
ぬ

構
内
の
建
物
群
に
懐
か

食
べ
歩
き
会

　
「
80
歳
ま
で
元
気
に
生
き
る
た
め

に
、
楽
し
い
行
事
を
お
安
く
楽
し
む
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
２
０
１
９
年

３
月
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

年
に
３
回
開
催
を
目
指
し
、
昨
年
は

が
、
前
々
年
度
を
主
導
さ
れ
た
「
41

会
」
の
北
濃
さ
ん
、
早
田
さ
ん
の
全

面
的
な
ご
指
導
を
受
け
、
苦
労
を
し

な
が
ら
も
何
と
か
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

や
り
と
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に

仲
間
意
識
が
強
ま
り
、
正
式
に
43
会

と
し
て
の
発
足
に
至
り
ま
し
た
。

ハ
イ
キ
ン
グ
会

　

２
０
１
４
年
11
月
に
、
山
岳
同
好

会
出
身
の
小
林
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
第
一
回
例
会
を
６
名
で
高
尾

山
に
て
開
催
。
そ
の
後
、
毎
年
２
回

の
例
会
を
積
み
重
ね
、
11
回
を
数
え

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間

２
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
大
菩
薩
嶺
や

金
時
山
等
々
の
自
然
を
、
時
に
は

「
41
会
」
の
皆
様
と
共
に
楽
し
ん
で

き
ま
し
た
。
た
だ
、
さ
す
が
に
厳
し

い
山
は
き
つ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

以
前
は
山
登
り
の
後
の
ビ
ー
ル
が
楽

し
み
で
し
た
が
、
徐
々
に
ビ
ー
ル
を

楽
し
む
た
め
に
山
に
登
る
雰
囲
気
が

強
く
な
っ
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
高
尾
山
を
中
心
に
の
ん
び
り

と
山
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

食べ歩き会　上野公園の名店「韻松亭」

　
１
９
６
８
年
（
昭
和
43
年
）

卒
業
の
仲
間
た
ち
が
、
交
流
を

深
め
る
た
め
に
定
期
的
に
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
な
か
な
か

密
度
の
濃
い
年
次
会
で
、
今
後

も
よ
り
充
実
し
た
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
の
で
、
催
事
の
一

部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

し
く
触
れ
合
い
、
特
に
良
心
碑
で
は

同
志
社
精
神
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

新
島
襄
の
旧
邸
・
新
島
会
館
の

後
、
若
王
子
に
墓
参
に
行
き
、
改
め

て
新
島
襄
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し

ま
し
た
。
同
志
社
の
原
点
を
再
認
識

し
、
ま
た
気
の
置
け
な
い
仲
間
た
ち

と
の
触
れ
合
い
で
、
卒
業
50
周
年
と

し
て
思
い
出
に
残
る
有
意
義
な
旅
で

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
る

方
々
も
、
ぜ
ひ
同
様
の
行
事
な
ど
を

企
画
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

登
録
団
体
活
動
レ
ポ
ー
ト

同
志
社
東
京
43
会

卒
業
50
年
記
念
旅
行
で
今
出
川
へ

団体概要

【団体名】
同志社東京 43 会

【設立年月日】
2012年6月18日

【代表者】
会長 駒田隆之

（1968 年・工）

【会員数】
35名

【連絡先】
080-5081-0036（駒田） 

会
の
発
足

　

き
っ
か
け
は
２
０
１
２
年
の
初
夏

の
集
い
の
当
番
年
次
に
当
た
り
，
急

遽
仲
間
に
招
集
を
掛
け
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。
準
備
の
進
め
方
は
、
暗

中
模
索
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た駒田隆之会長

　

東
京
校
友
会
は
最
大
の
支
部
で
あ

り
、
そ
の
活
力
も
最
大
で
あ
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
活
力
は
、
各

「
年
次
会
」が
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
と
ま
っ

て
活
動
し
、
互
い
に
競
い
合
っ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。

　
「
寄
付
」に
つ
い
て
も
こ
の
活
力
を

生
か
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

「
関
東
三
五
会
」
は
「
１
年
、
１
回
、

１
万
円
」
の
寄
付
を
継
続
す
る
事
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
幸
い
賛
同
者
が

多
く
最
低
30
名
は
確
保
出
来
ま
す
。

東
京
・
校
友
会
に
は
約
60
の
「
年

次
会
」
が
あ
り
ま
す
。「
各
・
年
次

会
」
が
30
名
の
参
加
者
を
集
め
れ
ば
、

１
８
０
０
人
で
す
。
し
か
も
継
続
で

す
か
ら
、
そ
の
数
は
年
々
累
積
、
累

増
し
て
行
き
ま
す
。
全
国
の
校
友
会

に
も
広
が
る
で
し
ょ
う
。

　

雪
の
玉
は
最
初
の「
か
た
ま
り
」が

転
が
り
始
め
れ
ば
、
加
速
度
的
に
大

き
く
な
り
ま
す
。
平
成
や
令
和
の
校

友
も
巻
き
込
ん
で
、
50
年
後
の
「
建

学
２
０
０
年
」
ま
で
に
は
そ
の
「
か

た
ま
り
」
は
巨
大
な
も
の
に
な
る
で

し
ょ
う
。「
各
・
年
次
会
」
が
協
力

し
て
、
こ
の
最
初
の
「
雪
の
か
た
ま

り
」
を
作
る
事
を
提
案
致
し
ま
す
。

「
関
東
三
五
会
」　 

泉　

英
毅

関
東
三
五
会
よ
り

募
金
推
進
の
提
案

「
雪
の
か
た
ま
り
」

吉
川　
進（
68
年・工
）
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団体名、「イベント名」 日時、会場、参加者数、講演者、講演テーマなど

神奈川県支部
「神奈川の集い 2019」

「若手の会」

11月24日（日）崎陽軒本店　116名
講演：ノンフィクション作家・評論家・日本近現代史研究者　保阪正康氏（昭和38年文
学部社会学科卒）「令和から見た近代日本と四代の天皇」
ミニミニコンサート：シンガーソングライター　伊藤 誠氏（昭和51年商学部卒）
10月6日（日）同慶ラグビー定期戦観戦＆懇親会　27名

千葉県支部
「総会・特別講演会・懇親会」

6月8日（土）14:00～18:00　山崎製パン企業年金基金会館
＜総会・懇親会＞71名（来賓含む）　＜特別講演会＞80名（一般市民含む）
講演：出版プロデューサー・俳人・コラムニスト　谷村鯛夢氏

「ジョン万次郎の奇跡の漂流と世界見聞録‥‥幕末大ドキュメンタリー『標巽紀畧』を語る」

埼玉県支部
「総会・講演会・懇親会」

11月16日(土)東天紅JACK大宮店　43名
講演会は数年ぶりの開催で、講師に小説家・脚本家の東多江子様をお迎えし「脚本家の
仕事とは」をテーマに講演して頂きました。

群馬県支部
「総会・講演会・懇親会」

10月6日（日）13:00～　マリエール高崎（群馬県高崎市）
＜総会＞54名　＜懇親会＞70名（同窓会、来賓含む）
講演：同志社女子大学教授　吉海直人氏
｢八重再び －八重と群馬の関係－｣

茨城県支部
「総会 ･ 講演会 ･ 懇親会」

10月6日（日）11:30～17:00　水戸京成ホテル　27名
弘道館見学会と講演会「弘道館の歴史と建学精神について」
講師：小圷のり子氏（同志社大学1991年文学部卒、弘道館事務所主任研究員）。徳川斉
昭により1841年、藩校として水戸城内に創設された弘道館。徳川斉昭が同館に込めた建
学の精神や随所に独特の工夫が施された教育施設としての遺産について熱く紹介された。

山梨県県支部
「総会・講演会・懇親会」

12月7日（土）13:30～17:00　ホテル談露館　50名
講演：同志社大学名誉教授　沖田行司氏

「同志社建学の精神とグローバル社会」

長野県支部
「総会・講演会・懇親会」

「マンドリンクラブ演奏会」

7月13日（土）ホテルブエナビスタ（松本市）＜総会・懇親会＞ 35名
＜講演会＞映画監督　宮尾哲雄氏（同志社大学ＯＢ）

「戦争を語り継ぎ　世界平和を祈る～元ゼロ戦パイロットの体験～」
75名（一般聴講者含む）
9月13日（金）「同志社大学マンドリンクラブ長野演奏会」松本市音楽文化ホール　208名

同窓会東京支部
「総会・懇親会」

「讃美歌を楽しむ会」

4月20日（土）11:30～15:00　グランドハイアット東京　64名
アトラクション:竹中 真、藤蔭静樹のジャズピアノと日舞のコラボ
清元初栄太夫、清元美治郎の一挺一枚の演奏
12月10日（火）13:30～　霊南坂教会　136名　礼拝・バザー開催

樹徳会東京支部
「総会・講演会・懇親会」

9月14日（土）12:00～15:30　学士会館
来賓7名　会員95名　合計102名
講演：同志社大学商学部名誉教授　亀田尚己氏

「令和時代における世界の見方―知己知彼 百戦不殆の教え―」
演奏：同志社マンドリンクラブＯＢ・ＯＧ

同経会東京支部
「同経会東京のつどい」

11月27日（水）18:30～　日本プレスセンター　約30名
講演：浜 矩子 同志社大学大学院ビジネス研究科教授

「急流か逆流か濁流か：グローバル経済の危うい明日」

政法会東京支部
「定時総会」

9月28日（土）11:00～　同志社大学東京サテライト・キャンパス　24名
講演：ＢＳフジテレビプライムニュース　ＢＳ11報道局長　ジャーナリスト　鈴木哲夫
氏「多発する海外・国内諸問題　正常化をさぐる」
34名（他学部含む） 懇親会・交流会：明治屋京橋モルチェ

理工会東京支部
「総会」

12月7日（土）17:00～　同志社大学東京サテライト・キャンパス　35名
同志社大学松岡学長、理工学部稲葉教授、東京校友会金屋副会長、理工会東城副会長等
の来賓を迎え、稲葉教授の講演を聴いた後、パイロットビルのアーチ京橋にて懇親会を
開催、盛況の内に総会を終えた。

関東同志社スポーツユニオン
「総会」

10月27日（日）11:00～15:30　学士会館　175名
パネルトーク「同志社オリンピアンに聞く TOKYO 2020」
兵藤和行氏（昭和62年文学部卒･ヨット部ＯＢ）杉浦正則氏（平成3年商学部卒･硬式野
球部ＯＢ）長畑弘伸氏（平成4年商学部卒･水泳部ＯＢ） 我孫子智美氏（平成22年社会学
部卒･陸上競技部ＯＧ）

東京校友会 関係諸団体の活動 2019 年レポート
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出
会
っ
て
素
敵
と
思
っ
た
人
は
将
来

活
躍
し
て
お
ら
れ
る
は
ず
だ
。
そ
ん

な
人
達
と
繋
が
っ
て
い
れ
ば
、
世
の

中
の
何
か
を
変
え
る
こ
と
も
で
き
る

の
で
は
？
自
ら
す
す
ん
で
知
り
合
い

を
増
や
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
仕

事
の
事
情
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昼
間

に
出
会
っ
た
人
で
年
齢
の
近
い
人
を

飲
み
に
誘
う
な
ど
、
不
器
用
に
「
知

り
合
い
」を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

Ｑ
．大
阪
の
不
動
産
関
係
者
の
Ｏ
Ｂ

会「
Ｒ
・
Ｅ
ク
ロ
ー
バ
ー
倶
楽
部
」に

入
ら
れ
た
の
も
そ
の
頃
で
す
か
？

Ａ
：
は
い
、参
加
し
て
は
じ
め
て「
僕

も
同
志
社
人
」と
い
う
自
覚
が
芽
生

役
に
立
ち
ま
す
よ
ね
？

Ａ
：
仕
事
に
も
繋
が
り
ま
す
が
、
大

阪
時
代
か
ら
「
知
ら
な
い
人
に
出
会

え
る
良
さ
」
に
は
ま
っ
て

4

4

4

4

き
た
と
言

う
か
、
何
か
頼
ま
れ
役
に
立
つ
と
喜

ん
で
も
ら
え
る
、そ
れ
が
嬉
し
く
て
。

イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
の
も
、
出
会

い
が
生
む
〝
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
〟
に
期

待
し
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

Ｑ
．東
京
校
友
会
も
そ
の
一
つ
？

Ａ
：
東
京
の
校
友
会
は
「
成
功
し
た

先
輩
が
後
輩
を
応
援
す
る
」
と
い
う

姿
勢
が
あ
り
、そ
こ
に
感
銘
を
受
け
、

広
め
た
い
と
参
加
し
て
い
ま
す
。
最

近
は
、
経
済
学
部
の
Ｏ
Ｂ
会
「
同
経

会
東
京
支
部
」
の
活
性
化
に
も
尽
力

し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
始
め
た
の

は
実
は
７
年
前
。
東
京
青
年
会
議
所

渋
谷
区
委
員
会
で
勧
め
ら
れ
て
か
ら

で
す
が
、
今
は
一
番
こ
れ
が
楽
な
方

法
で
す
ね
。

文
責
／
安
永
昌
代（
81
年
・
経
）

Ｑ
．い
き
な
り
で
す
が
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
友

人
の
多
さ
の
秘
密
っ
て
何
で
す
か
？

Ａ
：
入
社
３
年
目
、
初
め
て
営
業
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
の
上
司

の
一
言
が
き
っ
か
け
で
変
わ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
知
り
合
い
も
友
達
も

ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
大

学
２
回
生
の
１
月
に
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
被
災
し
（
神
戸
市
東
灘
区
に

居
住
）そ
れ
以
降
友
人
と
も
疎
遠
に
。

大
震
災
が
き
っ
か
け
で
街
の
復
興
に

関
わ
り
た
い
と
、
今
の
会
社
に
入
り

ま
し
た
。
大
阪
で
の
上
司
に
「
君
が

大
成
有
楽
不
動
産
株
式
会
社　

志
井
慶
吾
さ
ん（
１
９
９
７
年
経
済
学
部
卒
）

「
阪
神・淡
路
大
震
災
」が
人
生
を
か
え
た

つなげる絆、広げる絆
「
平
成
」「
令
和
」卒
業
の
校
友
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

え
ま
し
た
。
宮
本
利
亮
さ
ん
の「
同

志
社
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

に
持
て
。礼
儀
マ
ナ
ー
は
ベ
ー
ス
だ

が
こ
こ
で
は
肩
書
は
関
係
な
い
」の

言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．東
京
に
転
勤
さ
れ
、東
京
Ｒ
・
Ｅ

ク
ロ
ー
バ
ー
倶
楽
部
設
立
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

Ａ
：
設
立
に
関
わ
れ
た
こ
と
は
今
で

も
誇
り
で
す
。〝
熱
い
人
〟
に
た
く

さ
ん
出
会
え
ま
し
た
。

Ｑ
．そ
う
い
っ
た
出
会
い
は
仕
事
に

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
友
だ
ち
の
数
が

５
０
０
０
人
超
（
も
ち
ろ
ん
面

識
の
あ
る
人
の
み
）
と
い
う
志

井
さ
ん
。
東
京
校
友
会
の
イ
ベ

ン
ト
の
集
客
に
も
協
力
的
で
す
。

ど
の
よ
う
な
「
思
い
」
を
お
持

ち
な
の
か
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

志井慶吾さん

　

昨
年
12
月
17
日
（
火
）、
９
月
に

会
計
検
査
院
長
に
就
任
さ
れ
た
ば
か

り
の
森
田
祐
司
さ
ん（
82
年・経
）に
、

「
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
と
会
計
検

査
院　
そ
の
役
割
」
と
題
し
て
講
演

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

会
計
検
査
院
は
、
あ
ま
り
良
く
知

ら
れ
て
い
な
い
官
庁
で
す
が
、
憲
法

に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
数
少
な
い
機

関
で
、
三
権
か
ら
も
独
立
性
を
確
保

し
て
お
り
、
従
っ
て
、
何
の
忖
度
も

し
な
い
組
織
で
す
。

し
、
学
生
時
代
か
ら
監
査
法
人
ト
ー

マ
ツ
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
時

か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
セ
ク
タ
ー
の
監
査

を
手
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、
国
の
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が
債
務
超
過
に
陥
る

中
で
、
監
査
の
あ
り
方
を
考
え
、
政

府
の
委
員
な
ど
も
経
験
し
た
こ
と
も

あ
り
、
検
査
官
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

検
査
官
は
１
期
７
年
で
現
在
２
期

目
で
す
が
、
意
思
決
定
に
際
し
て
、

「
良
心
」「
誠
実
」
と
い
う
同
志
社
精

神
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

＊

文
責
／
青
木
重
之（
78
年
・
経
）会計検査院の役割について語る森田さん

特
別
講
演
会
レ
ポ
ー
ト

会
計
検
査
院
長 

森
田
祐
司
さ
ん

　

同
志
社
と
の
関
係

性
と
し
て
は
、
ま
ず

現
在
卒
業
生
が
12
名

居
て
、
全
体
の
約

１
％
を
占
め
、
ク

ロ
ー
バ
ー
会
も
存
在

す
る
こ
と
や
、
実
践

的
な
研
修
が
で
き
る

施
設
が
「
同
志
社
ゆ

か
り
の
安
中
」
に
あ

る
と
い
う
こ
と
な
ど

で
し
ょ
う
か
。

　

キ
ャ
リ
ア
と
し
て

は
、
大
学
３
年
で
会

計
士
試
験
に
合
格

6
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い
る
。
投
手
１
人
１
人
の

持
ち
味
を
最
大
限
に
生
か

す
こ
と
が
武
器
だ
。
捕
逸

も
少
な
く
、
壁
と
し
て
の

能
力
も
高
い
。
扇
の
要
と

し
て
チ
ー
ム
を
勝
利
へ
と

導
く
。

　

そ
し
て
、
新
主
将
に
就

任
し
た
の
が
四
川（
社
４
）

だ
。
１
年
の
秋
か
ら
出
場

を
重
ね
、
粘
り
強
く
柔
軟

な
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
出
来

る
。
毎
試
合
後
、
反
省
点

を
分
析
し
、
自
ら
で
練
習

メ
ニ
ュ
ー
を
制
作
。
人
一

倍
努
力
を
惜
し
ま
な
い
。

躍
を
期
待
し
た
い
。

　

道
端
（
法
２
）
は
ツ
ー
シ
ー
ム
で

打
者
の
芯
を
外
し
、
打
た
せ
て
取
る

投
球
が
持
ち
味
。
い
つ
だ
っ
て
全
力

投
球
で
打
者
を
ね
じ
伏
せ
る
。

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
投
手
が
多
い
同

志
社
の
中
で
、
２
人
は
貴
重
な
戦
力

で
あ
る
。

　

昨
季
は
わ
ず
か
勝
ち
点
１
で
５
位

に
終
わ
っ
た
。
悔
し
い
試
合
が
多
く
、

必
死
に
も
が
き
続
け
て
い
た
。
だ
が

そ
の
悔
し
さ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
今
年

に
懸
け
る
思
い
は
よ
り
強
い
。「
隙
の

な
い
、
絶
対
勝
て
な
い
っ
て
思
わ
せ

る
ぐ
ら
い
の
チ
ー
ム
を
作
り
た
い
」

（
四
川
）。
強
い
チ
ー
ム
、
負
け
な
い

チ
ー
ム
と
は
何
な
の
か
。「
下
剋
上

～
悔
い
を
残
す
な
名
を
残
せ
～
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
神
宮
の

地
で
四
川
組
が
証
明
し
て
み
せ
る
。

（
佐
々
木
太
一
・
法
学
部
３
年
）

同志社スポーツアトム編集局／発 同志社スポーツ

吠える高橋
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
と
な
る
は

ず
だ
っ
た
２
０
２
０
年
。
同
志
社
体

育
会
に
と
っ
て
、
熱
狂
の
幕
開
け
と

な
る
春
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
っ
た
。
そ

の
中
で
も
、
９
年
ぶ
り
の
神
宮
出
場

を
狙
い
、
春
季
リ
ー
グ
戦
に
臨
む
硬

式
野
球
部
を
紹
介
す
る
。

　

今
年
は
、
去
年
か
ら
主
力
と
し
て

出
場
し
て
い
た
選
手
が
数
多
く
残
っ

た
。
特
筆
す
べ
き
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
。
シ
ョ
ー
ト
以
外
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
す
べ
て
揃
っ
て
お
り
、
戦
力
面
で

は
申
し
分
な
い
と
言
え
る
。　
　
　

　

セ
ン
タ
ー
の
小
川
晃
（
商
４
）
は
、

１
番
打
者
と
し
て
同
志
社
打
線
の
火

付
け
役
を
担
う
。
広
角
に
打
ち
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に

加
え
、
俊
足
、
強
肩
を
兼
ね
備
え
て

い
る
。
ま
さ
に
走
攻
守
三
拍
子
揃
っ

た
選
手
だ
。
し
か
し
、
昨
季
は
２
季

ぶ
り
に
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
入
り
を
逃

し
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
。「
落
ち

る
と
こ
ま
で
落
ち
た
。
こ
こ
か
ら

は
上
が
っ
て
い
く
し
か
な
い
」
と
ベ

ス
ト
ナ
イ
ン
奪
取
に
向
け
、
逆
襲
を

誓
っ
た
。

　

セ
カ
ン
ド
を
守
る
本
間
（
ス
ポ

４
）
は
、
昨
季
の
主
将
で
あ
っ
た
杉

内
（
２
０
２
０
年
・
法
）
と
共
に
、

内
野
の
要
と
し
て
、
共
に
プ
レ
ー
し

て
き
た
。
ピ
ン
チ
の
場
面
や
、
味
方

が
エ
ラ
ー
を
し
た
時
に
は
必
ず
一
番

に
声
を
張
り
上
げ
る
。
プ
レ
ー
だ
け

で
な
く
、
精
神
面
で
も
チ
ー
ム
を
支

え
て
き
た
。

　

ま
た
、
エ
ー
ス
の
髙
橋
恭
（
経

３
）
に
は
さ
ら
な
る
成
長
が
期
待
さ

れ
る
。
秋
は
あ
と
１
歩
の
と
こ
ろ
で

勝
ち
切
れ
な
い
投
球
が
続
い
て
い

た
。
し
か
し
、
力
強
い
ス
ト
レ
ー

ト
を
武
器
に
防
御
率
は
１
・
９
５
を

マ
ー
ク
。
平
均
奪
三
振
数
は
８
・
９

を
超
え
、
三
振
の
山
を
築
い
た
。
今

季
は
い
か
に
チ
ー
ム
を
勢
い
づ
け
、

勝
利
を
た
ぐ
り
寄
せ
る
投
球
が
出
来

る
か
。
エ
ー
ス
と
し
て
の
真
価
が
問

わ
れ
る
。

　

女
房
役
に
は
栗
林
（
ス
ポ
４
）
が

ハイタッチを交わす小川晃
常
に
先
頭
に
立
っ
て
同
志
社
を
牽
引

す
る
。

　

髙
橋
恭
以
外
に
も
多
彩
な
投
手
陣

が
控
え
て
い
る
。

　

ま
ず
は
ス
リ
ー
ク
ォ
ー
タ
ー
か
ら

打席に立つ新主将・四川

春になり、同志社体育会は新体制を迎えた。中でも
注目は硬式野球部。彼らの戦いから目が離せない。

繰
り
出
さ
れ

る
く
せ
球
が

特
徴
の
西
村

（
法
３
）。
昨

季
は
救
援
と

し
て
幾
度
と

な
く
チ
ー
ム

の
ピ
ン
チ
を

救
っ
て
き

た
。
今
季
は

先
発
で
も
活

7
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シ
ブ
５
時
」で
気
象
情
報
を
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

　

京
都
で
学
ん
だ
こ
と
も
き
っ
か
け

と
な
り
、
世
界
に
日
本
の
魅
力
を
伝

え
る
べ
く
、
今
度
は
通
訳
案
内
士
資

格
の
取
得
を
目
指
し
勉
強
す
る
毎
日

で
す
。

　

同
志
社
に
行
っ
て
一
番
良
か
っ
た

と
思
う
こ
と
は
、
ど
こ
に
行
っ
て
も

先
輩
や
後
輩
が
い
る
こ
と
。
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
の
同
志
社
人
の
つ
な

が
り
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
、

通
っ
て
い
た
時
以
上
に
行
っ
て
良

か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
先
輩
や
後
輩
の
力
を

借
り
な
が
ら
、
同
志
社
人
と
し
て
の

誇
り
を
胸
に
、
日
本
の
た
め
に
私
な

り
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

同
志
社
大
学
の
入
学
式
の
時
、
ま

る
で
異
国
に
来
た
か
の
よ
う
な
衝
撃

を
受
け
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。

　

私
の
通
っ
て
い
た
中
学
高
校
は
、

学
業
第
一
で
校
則
も
厳
し
く
、
学
園

祭
等
の
行
事
も
な
い
よ
う
な
学
校
。

キ
ラ
キ
ラ
の
青
春
時
代
と
は
程
遠
く
、

勉
学
に
励
み
、
精
神
鍛
錬
の
日
々
を

過
ご
す
６
年
間
で
し
た
。

　

そ
ん
な
私
に
と
っ
て
同
志
社
の
仲

間
は
刺
激
的
で
、
特
に
内
部
生
の
持

つ
独
特
の
空
気
感
、
自
由
で
豊
か
な

感
性
は
ま
さ
に
異
国
人
レ
ベ
ル
。
ユ

ニ
ー
ク
な
発
想
に
憧
れ
す
ら
抱
く
ほ

ど
…
。

　

こ
れ
ま
で
と
は
全
く
違
う
友
人
と

の
出
会
い
は
、私
の
視
野
を
広
げ
、私

の
人
生
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

常
識
に
縛
ら
れ
な

い
自
由
な
発
想
に
感

化
さ
れ
た
私
は
、
普

通
に
就
職
す
る
こ
と

を
や
め
、
一
念
発
起

し
、
在
学
中
に
気
象

予
報
士
の
資
格
を
取

得
。東
北
放
送
、Ｔ
Ｂ

Ｓ
を
経
て
、
現
在
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ニ
ュ
ー

気象予報士　福岡良子さん

ま
る
で
異
国
!? 

の
同
志
社
ラ
イ
フ

今
出
川
・
京
田
辺
四
季

担
当
の
金
田
義
国
先
生
が
部
長
の
ホ

ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
の
み
で
、そ
の
分
密
度

の
濃
い
時
を
過
ご
し
た
。

　

中
学
と
同
様
、
毎
日
の
礼
拝
は
義

務
で
、
ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
は
毎
朝
聖
歌

隊
と
し
て
奉
仕
を
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
も
あ
っ
て
、
毎
日
昼
休
み
に
練
習
を

し
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
の
写
真
を
見
る

と
、
冬
だ
っ
た
よ
う
だ
が
全
員
コ
ー
ト

を
着
た
ま
ま
で
、
当
時
は
暖
房
も
な
い

寒
い
教
室
で
練
習
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

寒
い
と
い
え
ば
新
島
襄
先
生
の
命

日
は
１
月
23
日
な
の
だ
が
、お
墓
は
若

王
寺
の
山
上
で
、早
天
祈
祷
会
は
い
つ

　

同
志
社
高
校
の
一
年
生
、同
じ
ク
ラ

ス
の
中
に
何
と
な
く
見
覚
え
の
あ
る

顔
を
見
つ
け
、
お
互
い
に
声
を
掛
け

合
っ
た
。
私
は
彼
に
「
財
木
か
？
」
と
、

彼
は
私
に
「
陽
チ
ャ
ン
か
？
」
…
数
年

振
り
に
懐
か
し
い
友
人
に
再
会
し
た

瞬
間
で
あ
る
。
実
は
彼
と
は
小
学
校

の
５
年
生
の
時
、日
赤
の
催
す
夏
の
家

で
天
橋
立
に
行
っ
た
仲
間
だ
っ
た
。小

学
校
は
異
な
る
が
同
じ
仲
間
と
し
て

数
日
過
ご
し
た
こ
と
か
ら
友
人
に
な

り
、下
鴨
と
西
陣
の
お
互
い
の
家
を
行

き
来
し
、一
緒
に
プ
ラ
モ
デ
ル
を
作
っ

た
り
し
た
も
の
だ
。

　

た
だ
、
中
学
に
進
む
頃
に
は
疎
遠

片
桐
家
同
志
社
五
代
記

連
企

載
画

その三十二

で
も
氷
点
下
。
京
都
特
有
の
足
元
か

ら
冷
え
て
く
る
そ
の
中
で
讃
美
歌
を

歌
う
の
は
、本
当
に
寒
く
て
嫌
だ
っ
た

こ
と
を
思
い
出
す
。

　

ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
は
、礼
拝
時
の
奉

仕
が
一
番
の
役
目
だ
っ
た
が
、学
校
の

行
事
に
は
色
々
と
参
加
し
た
。そ
れ
ら

の
行
事
に
は
簡
単
な
礼
拝
が
つ
き
も

の
で
、そ
の
中
で
の
聖
歌
隊
は
必
需
品

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
は
、
年
に
一

度
発
表
会
を
開
い
た
が
、そ
の
練
習
は

昼
休
み
だ
け
で
は
難
し
く
、
当
然
放

課
後
も
練
習
に
明
け
暮
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
。

　

ま
た
文
化
祭
で
は
、ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ

ス
の
男
性
の
み
で
カ
ル
テ
ッ
ト
が
編

成
さ
れ
、
主
に
黒
人
霊
歌
を
歌
う
よ

う
に
な
っ
た
．
二
年
生
の
時
に
は
、渋

谷
君
が
ピ
ア
ノ
、私
は
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス

を
担
当
し
、三
年
生
の
四
人
の
伴
奏
を

し
た
。
私
が
三
年
生
に
な
っ
た
時
は
、

渋
谷
、
福
島
、
植
松
君
、
そ
し
て
私

が
カ
ル
テ
ッ
ト
で
、
伴
奏
は
池
本
、
堀
、

松
浦
君
等
で
演
奏
し
た
。こ
の
バ
ン
ド

は
、当
時
流
行
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の

黒
人
グ
ル
ー
プ
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ゲ
ー

ト
・
カ
ル
テ
ッ
ト
」
を
も
じ
り
、「
シ

ル
バ
ー
・
ゲ
ー
ト
・
カ
ル
テ
ッ
ト
」
と

名
付
け
た
が
、他
の
グ
ル
ー
プ
と
比
べ

て
も
結
構
上
手
い
と
毎
回
好
評
を
博

し
た
も
の
で
あ
る
。

文
／
片
桐
　
陽（
67
年
・
工
）シルバー・ゲート・カルテット（左から2番目が筆者）

気
象
予
報
士

福
岡
良
子（
２
０
１
１
年･

商
）

に
な
っ
て
い
た
の
で
、彼
と
の
再
会
は

本
当
に
嬉
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。そ
れ

と
、
中
学
か
ら
の
友
人
藤
岡
君
が
彼

と
同
じ
小
学
校
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

三
人
は
お
互
い
の
家
を
行
き
来
す
る

仲
間
に
な
っ
た
。

　

中
学
校
も
同
志
社
特
有
の
自
由
な

雰
囲
気
が
あ
っ
た
が
、高
校
は
も
っ
と

の
び
の
び
と
し
た
校
風
の
中
、三
年
間

が
始
ま
っ
た
。

　

入
学
当
時
の
校
長
は
、
宗
教
担
当

の
茂 

義
太
郎
先
生
だ
っ
た
。

　

中
学
時
代
に
は
色
ん
な
ク
ラ
ブ
に

所
属
し
て
い
た
が
、
高
校
で
は
、
宗
教

8



校
友

訪
問

SPRING
2020  No.119

困難な時も笑顔を忘れずにいたい

居
候
生
活
か
ら
お
寺
で
下
宿

　

生
ま
れ
は
伊
丹
で
育
っ
た
の
は
宝

塚
。
小
学
５
年
生
の
時
に
ハ
ン
ダ
ゴ

テ
を
使
い
ラ
ジ
オ
を
作
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
ラ
ジ
オ
を
聴
く
よ
う
に

な
り
、
高
校
時
代
は
深
夜
放
送
に
夢

中
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
「
熱

中
時
代
」
や
「
ど
て
ら
い
男
」
の
影

響
を
受
け
、
将
来
は
学
校
の
先
生
か

簿
記
を
身
に
付
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
教
育
学
部
に
は
縁
が
な

く
、同
志
社
大
学
商
学
部
に
入
学
。サ

ー
ク
ル
は
、
深
夜
放
送
が
ら
み
で
学

生
放
送
局（D

oshisha 　

Students　

Broadcasting　

以
下
Ｄ
Ｓ
Ｂ
）
に

入
り
ま
し
た
。
Ｄ
Ｊ
が
や
れ
る
と
思

い
き
や
、
先
輩
か
ら
は
「
報
道
と
は
、

放
送
と
は
」
の
薫
陶
を
受
け
、
取
材

や
８
ミ
リ
映
画
の
製
作
に
没
頭
す
る

日
々
。
１
日
の
ほ
と
ん
ど
を
学
生
会

館
の
部
室
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
は
自
宅
か
ら
通
学
し
て
い
ま

し
た
が
、
半
年
も
す
る
と
友
達
の
下

宿
を
転
々
と
す
る
居
候
生
活
に
。
こ

れ
で
は
い
け
な
い
と
、
２
回
生
の
時

に
東
山
三
条
の
要
法
寺
と
い
う
お
寺

の
離
れ
に
下
宿
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
毎
朝
５
時
に
は
大
き
な
太
鼓
の

音
で
起
こ
さ
れ
、
重
要
文
化
財
の
お

寺
は
火
気
厳
禁
で
ス
ト
ー
ブ
も
使
え

ず
、
朝
起
き
る
と
部
屋
の
ポ
ッ
ト
に

薄
氷
が
張
る
京
都
の
冬
は
堪
え
ま
し

た
ね
。

　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
は
先
輩
に
二
谷
英
明
氏
や

浜
村
淳
氏
を
輩
出
し
て
お
り
、
色
ん

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
充
実
し

て
い
ま
し
た
が
、
商
学
部
の
簿
記
は

あ
ま
り
に
地
味
で
、
自
分
に
は
向
い

て
な
い
と
早
々
に
諦
め
ま
し
た
。
ゼ

ミ
は
斎
藤
尚
久
先
生
の
交
通
論
。
斎

藤
先
生
は
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
で
忙
し
い
事
情

を
話
す
と
、
や
る
べ
き
こ
と
を
や
り
、

最
後
に
は
戻
っ
て
こ
い
と
後
押
し
し

て
く
れ
ま
し
た
。
同
志
社
の
こ
の
自

由
と
自
己
責
任
の
校
風
が
、
自
分
に

は
と
て
も
合
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
就
職
活
動
を
始
め
る
３
回

生
に
な
っ
て
成
績
を
見
る
と
、
Ａ
評

価
が
全
く
足
り
な
い
劣
等
生
。
Ｄ
Ｓ

Ｂ
の
活
動
を
通
し
て
マ
ス
コ
ミ
や
放

送
局
に
は
批
判
的
な
思
い
も
あ
り
、

放
送
局
は
違
う
か
な
と
。
ち
ょ
う
ど
、

電
電
公
社
の
独
占
事
業
だ
っ
た
通
信

事
業
が
民
営
化
さ
れ
た
時
期
で
、
民

間
会
社
で
手
を
挙
げ
た
ひ
と
つ
が
イ

ン
テ
ッ
ク
で
し
た
。
将
来
的
に
は
通

信
も
放
送
も
一
緒
に
な
る
と
考
え
て

入
社
を
決
め
ま
し
た
が
、
当
時
は
富

山
が
本
社
の
小
さ
な
会
社
に
過
ぎ
ず
、

友
人
に
話
し
て
も
誰
も
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

強
い
意
志
と
笑
顔
が
モ
ッ
ト
ー

　

入
社
当
時
は
学
部
や
希
望
職
種
に

関
係
な
く
「
ま
ず
全
員
エ
ン
ジ
ニ

ア
」
と
い
う
方
針
だ
っ
た
の
で
、
商

学
部
卒
業
の
私
は
本
当
に
苦
労
し
ま

し
た
。
研
修
が
済
む
と
す
ぐ
実
践
。

富
山
の
配
置
薬
の
シ
ス
テ
ム
を
関
西

の
お
客
様
に
導
入
す
る
仕
事
で
し
た

が
、
ま
さ
に
、
素
人
が
技
術
と
格
闘

す
る
日
々
。
入
社
３
年
目
か
ら
営
業

職
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
元
年
の

元
号
変
更
、
消
費
税
導
入
の
時
に
は

同
僚
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
失
敗
し
、

お
客
様
に
頭
を
下
げ
て
回
り
ま
し
た
。

今
な
ら
大
問
題
に
な
る
失
敗
で
す
ね
。

　

営
業
現
場
か
ら
の
転
機
は

１
９
９
０
年
に
新
事
業
で
あ
る
通
信

事
業
の
社
内
公
募
に
合
格
し
た
こ
と

か
ら
。１
９
９
１
年
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
仕
事
に
配
属
さ
れ
、通
信
サ
ー
ビ

ス
の
企
画
、代
理
店
開
拓
な
ど
を
担
当

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、２
０
１
２
年
か

ら
は
Ｉ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス（
現
Ｔ

Ｉ
Ｓ
イ
ン
テ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
Ｔ
Ｉ

Ｓ
株
式
会
社
）に
出
向
し
て
経
営
企
画

を
学
び
、そ
こ
で
の
経
験
が
今
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

座
右
の
銘
は
リ
ン
カ
ー
ン
の
「
意

志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
拓
け
る
」
と

「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」。
何
事
に
も

強
い
意
志
で
取
り
組
み
、
困
難
に
直

面
し
た
時
も
、
笑
顔
は
忘
れ
た
く
な

い
。
社
員
に
も
お
客
様
に
も
、
笑
顔

で
い
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
と
考
え

て
い
ま
す
。

＊

文
責
／
作
村
満
明（
77
年
・
法
）

写
真
／
片
桐　

陽（
67
年
・
工
）

　
大
学
時
代
は
学
生
放
送
局
の
活
動
や
、
イ
ブ
祭

の
企
画
な
ど
、
学
業
以
外
で
大
忙
し
。
商
学
部
を

出
て
、
入
社
し
た
の
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
を
掲
げ
る
イ
ン
テ
ッ
ク
。
37
年
前
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
新

入
社
員
が
、
今
や
Ｉ
Ｔ
企
業
の
社
長
に
。

株式会社インテック　代表取締役社長
北
き た お か た か ゆ き

岡隆之さん １９８４年（昭和５９年）商学部卒

１９６０年（昭和３５年）生まれ
１９８４年（昭和５９年）同志社大学　商学部卒業
同年インテック入社　２０１５年インテックＢＰＯ事業本部長
２０１６年執行役員　企画本部長　２０１７年常務執行役員
２０１８年４月より代表取締役社長

「意志あるところに道は拓ける」

9



肉
塊
U
N
O
　
虎
ノ
門
本
店

DOSHISHA
TOKYO  JOURNAL

　

都
心
４
駅
か
ら
10
分
以
内
、
虎
ノ

門
ヒ
ル
ズ
の
は
す
向
か
い
に
立
地
す

る
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
外

観
の
「
肉
塊
Ｕ
Ｎ
Ｏ
虎
ノ
門
本
店
」。

　

経
営
者
は
、
ま
だ
ま
だ
若
い
宇
野

剛
さ
ん
（
２
０
０
７
年
・
経
）、
翔

士
さ
ん
（
２
０
１
１
年
・
文
化
情
報
）

の
ご
兄
弟
。

　

お
兄
さ
ん
の
剛
さ
ん
は
、
大
手
商

社
に
ご
勤
務
で
、
お
店
の
オ
ー
ナ
ー

と
し
て
の
立
場
。
店
の
運
営
は
弟
翔

士
さ
ん
中
心
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
間
に
と
っ
て
本
当
に
体
に
良
い

食
べ
物
を
提
供
し
た
い
。
そ
う
し
た

想
い
か
ら
２
０
１
６
年
２
月
９
日
の

「
肉
の
日
」
に
誕
生
し
た
お
店
で
す
。

　

お
二
人
は
、
大
阪
の
ご
出
身
で
す

が
、
地
縁
の
な
い
東
京
で
、
現
在
本

店
の
他
、
溜
池
山
王
店
、
恵
比
寿
店

オーナーの宇野剛さん（右）と弟の翔士さん（左）

２時間以上かけて、じっくりロースト
牛
の
赤
身
を
低
温
で
２
時
間
以
上
か

け
て
じ
っ
く
り
ロ
ー
ス
ト
す
る
こ
と

で
、
旨
味
を
引
き
出
し
、
鉄
分
、
亜

鉛
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
損
な

わ
ず
に
提
供
で
き
る
そ
う
で
、
さ
ら

牧
草
牛
を
ベ
ー
ス
に
し
た

塊
肉
専
門
店

「
牧
草
牛
」、聞
き
な
れ
な
い
名
前
で
す
が
、実
は
驚
き
の
効
能
が
！

何
と
、こ
れ
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
と
元
気
で
健
康
な
身
体
に
な
れ
る
な

ん
て
…
。う
れ
し
い
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

当店

桜
通
り
桜
通
り

東京メトロ銀座線

東京メトロ銀座線

虎ノ門ヒルズ森タワー虎ノ門ヒルズ森タワー

港区立
南桜公園
港区立
南桜公園

手作りカレーの店
みやざわ
手作りカレーの店
みやざわ

虎ノ門駅虎ノ門駅

た
と
こ
ろ
、
短
期
間
で
健
康
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
経
験
を

皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
伝
え
た
い
と
思
っ
た

こ
と
が
お
店
を
作
る
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
剛
さ
ん
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

も
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
す
が
、
詳
細
な
方
法
は
、
お
店
を

訪
ね
て
直
接
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　

７
種
の
お
肉
の
コ
ー
ス
が
食
べ
放

題
で
３
５
０
０
円
（
税
抜
）
と
非
常

に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。

　

ワ
イ
ン
も
世
界
各
地
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ワ
イ
ン
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
や
友
人
と
の
カ
ジ
ュ
ア
ル

デ
ィ
ナ
ー
に
い
か
が
で
す
か
。

文
責
／
青
木
重
之（
78
年
・
経
）

写
真
／
仁
藤
正
平（
78
年
・
商
）

に
、
脂
肪
の
燃
焼
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
Ｌ
カ
ル
ニ
チ
ン
も
豊
富
に
含
ま

れ
ま
す
。

　

ど
う
し
て
こ
の
お
肉
を
知
っ
た

の
で
す
か
？　

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

そ
も
そ
も
弟
の
翔
士
さ
ん
が
、
一

時
引
き
こ
も
り
気
味
に
な
り
、
も

の
す
ご
く
太
っ
た
り
、
精
神
的
に

も
不
安
定
に
な
っ
た
り
し
た
時
期

が
あ
り
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
、

勉
強
し
て
こ
の
肉
に
行
き
つ
い
た

と
の
答
え
。
そ
し
て
翔
士
さ
ん
も

こ
の
肉
中
心
の
生
活
に
切
り
替
え

と
新
橋
で
鶏
焼
肉
の
お
店

の
４
店
舗
を
経
営
す
る

〝
や
り
手
〟
で
す
。

　

お
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
牧
草
牛
を
ベ
ー
ス
に
し
た

塊
肉
専
門
店
。
食
べ
る
こ

と
で
健
康
に
、
食
べ
る
こ

と
で
理
想
の
体
型
に
、
食

べ
る
こ
と
で
笑
顔
に
な
れ

る
」
で
す
が
、
そ
も
そ
も

牧
草
牛
肉
は
、
豪
州
の
厳

選
さ
れ
た
地
域
か
ら
輸
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
脂
の
少
な
い
牧
草

10
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【
好
評
連
載
】

「肉塊UNO　虎ノ門本店」
■住所:〒105-0003 東京都港区西新橋2-15-17リッツ虎ノ門ビル
■電話:03-5501-0039
■アクセス : 虎ノ門駅 1 番出口　徒歩 4 分、内幸町駅 A3 番出口

徒歩 6 分、神谷町駅　徒歩 5 分、新橋駅　徒歩 9 分
■営業時間：ディナー（月～日）17：30 ～ 23：00

（LO：Food22：00/Drink22：30）
ランチ（月～金）11：30 ～ 13：30　＊数量限定

■予算:ディナー6,000円程度(税抜)　ランチ1,100円（税込）
■コース：ディナー 7 種のお肉のコース 3,500 円（税抜）
■席数：34 席
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2020 春の集いチラシ　Ａ4

同志社東京校友会

同志社大学長 植木朝子氏　演題「人一人は大切なり」同志社大学長 植木朝子氏　演題「人一人は大切なり」

第２２回同志社東京・春の集い２０２０

第２２回同志社東京・春の集い２０２０実行委員会

【アクセス】
 赤坂見附駅（東京メトロ銀座線、丸ノ内線）D 紀尾井町口
 永田町駅　（東京メトロ半蔵門線、南北線）7 番口
 麹町駅　　（東京メトロ有楽町線）2 番口
 四ツ谷駅　（JR 中央線、総武線、東京メトロ丸ノ内線、南北線）麹町口・赤坂口

スペシャル対談「私とオリンピック」

同志社が生んだジャズシンガーと
ジャズピアニストの夢の共演

同志社が生んだジャズシンガーと
ジャズピアニストの夢の共演

名刺交換会
（新たな校友との出会いの場を開設します）

竹中真さん  ジャズピアニス
ト

（1971 年 同志社高校卒
国際基督教大学大学院卒
バークリー音大准教授、
同志社女子大学特任講師）

大野えりさん  ジャズシンガー
（文学部卒　軽音楽部）

杉浦正則さん

（1991 年 商学部卒　硬式野球部）
1992 年 バルセロナ　銅メダル 
1996 年 アトランタ　銀メダル
2000 年 シドニーの３大会に出場。
シドニー大会の選手団主将。

宮本慎也さん

（1993 年 商学部卒　硬式野球部）
2004 年 アテネ　銅メダル 
2008 年 北京 アテネに続き
キャプテンとして出場。
元日本プロ野球選手会会長。

お問合せ先　同志社東京校友会
電    話：03-5579-9728　Fax：03-5579-9729
e-mail：haru@doshisha-tokyo-alumni.jp

２０２０年７月からの「東京オリンピック・パラリンピック」を直前に控え、
関東在住の校友が一堂に会し、スポーツと平和の祭典を盛り上げようと
様々なイベントを企画しています。

「春の集い」　今回のテーマは、

『同志社スポーツとTOKY0 ２０２０』

東京校友会に団体登録されている
スポーツ系・文化系サークル等を
紹介するコーナーを開設し、新し
い仲間と出会える交流の機会を提
供します。
時間：12:00～13:00
会場：芙蓉の間

日本野球界の至宝二人が日の丸を背負って挑んだ
オリンピックのエピソードや同志社スポーツについて熱く語る !

ミスター・アマ野球 杉浦正則さん VS オールジャパンのキャプテン 宮本慎也さ
ん

ミスター・アマ野球 杉浦正則さん VS オールジャパンのキャプテン 宮本慎也さ
ん

ミュー
ジック

イベン
トミュー

ジック

イベン
ト

講演

【スケジュール】
 12：00 受付開始、名刺交換会、
  情報交換会 
 13：00 開会（カレッジソング他
  合唱・混声合唱団）
 13：15 主催者挨拶、来賓ご挨拶
 13：30 同志社大学長講演

 13：50 スペシャル対談
 14：55 懇親会オープニング演奏
 15：10 懇親会・会食
 16：40 同志社大學應援團演舞
  （指導部、吹奏、チア）
 17：00 閉会

日時 会場2020 年 5月31日（日） ホテルニューオータニ芙蓉の間（宴会場階）
（12：00 受付開始　13：00開場）

　

皆
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓

延
で
世
の
中
騒
然
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
？

　

さ
て
、
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
新
春
号

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
通
り
、

今
年
の
「
春
の
集
い
」
は
、
来
る

　

5
月
31
日（
日
）に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
で
の
開
催
を
計
画
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
応
の
世
の
中
の
状
況
を
鑑
み
、

止
む
な
く
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

ど
う
ぞ
、
皆
様
ご
理
解
の
程
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
企
業
広
告
等
、
開
催
に
向

け
、
多
大
な
ご
協
力
も
す
で
に
い
た

だ
い
て
お
り
、
開
催
に
向
け
て
の
準

備
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
、「
春
の

集
い
」
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
皆

様
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　

現
在
、
世
の
中
の
状

況
を
継
続
注
視
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
皆
様

に
安
心
し
て
ご
参
加
い

た
だ
け
る
環
境
が
整
え

ば
、
我
々
の
「
集
い
」

も
安
全
・
安
心
を
前
提

に
延
期
開
催
で
き
る
か
、

検
討
し
ま
す
。

　

延
期
開
催
の
場
合
、

改
め
ま
し
て
5
月
中
に

は
ご
案
内
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

時
節
柄
、
ど
う
ぞ
皆

様
ご
自
愛
い
た
だ
き
、

元
気
な
お
顔
で
お
集
ま

り
い
た
だ
け
る
場
が
提

供
で
き
る
事
を
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

「
同
志
社
東
京・春
の
集
い
２
０
２
０
」

５
月
31
日（
日
）の
中
止
の
お
知
ら
せ

吉岡哲郎実行委員長

新島襄生誕の地碑前祭で「春の集い」の
アピールをする桐山輝夫副実行委員長

「初夏の集い2019」（ホテルニューオータニ）「案内チラシ」の原案

「
春
の
集
い
２
０
２
０
」実
行
委
員
長　

吉
岡
哲
郎（
76
年・法
）
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東
京
校
友
会
の
２
０
２
０
年
度

（
令
和
２
年
度
）定
時
総
会・

幹
事
会
兼
評
議
員
会
の
日
程

ご
案
内

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

イ
ベ
ン
ト
中
止

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
大
学
や
校
友
会
関
係

の
イ
ベ
ン
ト
が
次
々
と
開
催
中
止
に

な
り
ま
し
た
。
中
止
に
な
っ
た
主
な

イ
ベ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
２
月
22
日
（
土
）

　

同
志
社
校
友
会 

大
懇
親
会

　
（
国
立
京
都
国
際
会
館
）

◇
３
月
14
日
（
土
）

　

同
志
社
フ
ェ
ア
in
香
川

　
（
高
松
市
）

◇
３
月
中
旬

　

同
志
社
女
子
大
学

　

卒
業
式
・
学
位
授
与
式

◇
３
月
下
旬

　

同
志
社
大
学

　

卒
業
式
・
学
位
授
与
式

◇
３
月
22
日
（
日
）

　

同
志
社
・
早
稲
田
野
球
定
期
戦

　

中
国
・
武
漢
市
で
発
生
し
た
と
い

わ
れ
る「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」の

感
染
拡
大
に
伴
い
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で

も
ご
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
学

や
校
友
会
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
が
次
々

と
開
催
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
誌
で
も
「
校
友
会
大
懇
親
会
」

と
「
同
志
社
フ
ェ
ア
in
香
川
」
の
記

事
を
掲
載
す
る
予
定
で
し
た
が
、
政

府
の
イ
ベ
ン
ト
自
粛
要
請
を
受
け
て

開
催
中
止
と
な
り
、
取
材
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

５
月
31
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る

予
定
だ
っ
た「
春
の
集
い
２
０
２
０
」

も
11
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う

な
状
況
で
す
。

編　

集　

後　

記

　
（
東
伏
見
早
稲
田
安
部
球
場
）

◇
３
月
26
日
（
木
）

　

東
京
校
友
会 

幹
事
会

　
（
２
０
１
９
年
度
第
４
回
）

◇
４
月
上
旬

　

同
志
社
大
学　

入
学
式

　

同
志
社
女
子
大
学　

入
学
式

◇
４
月
24
日
（
金
）

　

東
京
校
友
会 

幹
事
会

　
（
２
０
２
０
年
度
第
１
回
）

文
責
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）

す
み
れ
亭 

昭
和
38
年
会
俳
句
会

馬
籠
吹
く
風
は
青
色
花
り
ん
ご	

丸
山　

黄
雀

藤
村
の
ふ
る
さ
と
が
思
い
う
か
ぶ
。

誰
が
踏
み
そ
め
し
か
た
み
ぞ
と 

問
ひ
た
ま
ふ
こ
そ
こ
ひ
し
け
れ
。

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
た
だ
よ
う
甘
い
り
ん
ご
の
香
。
だ
が
花
の
盛
り
は
短
い
。

そ
の
間
に
薄
紅
の
赤
い
実
が
ひ
と
し
れ
ず
育
ま
れ
る
馬
籠
。

（
選
評
：
あ
か
ぎ
倦
鳥
）

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
」の
流
行
が

長
引
け
ば
、
多
く
の
人
々
に
健
康
被

害
を
も
た
ら
す
だ
け
で
は
な
く
、
世

界
経
済
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
に
な
り
、
１
日
も
早
い
収
束
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

文
責
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）

日
時
：
６
月
26
日
（
金
）
18
時
～

場
所
：
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
パ

ス　

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

議
題
（
報
告
事
項
）

　

①
２
０
１
９
年
度
活
動
報
告

　

②
会
計
報
告　

③
そ
の
他

　
　
（
審
議
事
項
）

　

①
２
０
２
０
年
度
活
動
計
画

　

②
収
支
計
画

　

③
評
議
員
・
役
員
の
改
選

　

④
そ
の
他

　

出
席
さ
れ
る
方
は
準
備
の
都
合
上

６
月
８
日（
月
）ま
で
に
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

電
話
：
０
３

-

５
５
７
９

-

９
７
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３

-

５
５
７
９

-

９
７
２
９

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
状
況

に
よ
り
開
催
延
期
に
す
る
場
合
は
Ｈｐ

で
告
知
し
ま
す
。

同志社女子大学　栄光館
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